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■ Ⅵ．委員会・会議・チーム報告
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診療機能に関わる委員会
　輸血療法委員会
　化学療法委員会
　DPC 委員会
　診療用放射線管理委員会

医療の質向上に関わる委員会
　医療安全管理委員会
　医療機器安全管理委員会
　透析機器安全管理委員会
　感染防止対策委員会
　栄養委員会
　NST 委員会
　褥瘡対策委員会
　臨床検査の適正化に関する委員会

チーム活動
　認知症・せん妄ケア委員会
　呼吸器ケア委員会
　身体的拘束等最小化チーム

医療情報管理に関わる委員会
　診療記録委員会

医師研修に関わる委員会
　研修管理委員会

施設に関わる委員会
　防災委員会
　医療ガス安全管理委員会
　医療廃棄物処理委員会

職員の健康に関わる委員会
　労働安全衛生委員会
　医師労働負担軽減検討委員会

89



Ⅵ　委員会･会議･チーム報告

輸血療法委員会 診療機能に関わる委員会

報告者 瓜原　芳奈安全且つ適正な輸血業務の遂行を図るために、輸血業務に関わる実情調査
ならびに協議・調整等を行う

目
的

委員長：診療部 副部長 事務局長：臨床検査科 科長
事務局：薬剤部 部長
上記以外の委員：5名（看護師２名、臨床検査技師１名、医療事務１名、医療安全管理者１名）

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：6回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・輸血管理料算定基準の達成に向けた適正輸血
の推進
・RBC廃棄率2%以下
・輸血療法に伴うインシデントの把握・分析・
防止対策
・安全な輸血検査のため自動機器・システム導
入（医療安全・精度向上・業務合理化）
・血液製剤取り扱い及び適正輸血（輸血の効
果・副作用チェック）について周知するため
の学習会の開催（年１回以上）

・隔月定例会議を行い適正な輸血療法の推進として血液製剤の
使用数及び廃棄数、緊急輸血の実施状況、アルブミン製剤の
使用状況等を確認し、問題となる事例の検討を行った。
・輸血管理料算定基準はFFP/RBC：0.01(0.27未満)、
Alb/RBC：1.68（2未満）と達成できた。
・血液製剤の廃棄を抑制するため診療部へ在庫血の情報提供を
継続、使用予定日に未使用製剤がある場合には依頼医に確認
を行い、廃棄は赤血球製剤1例、RBC廃棄率は0.4％（2％以
下）であった。
・輸血療法に関するインシデントを把握し、防止・是正対策に
努めた。
・外部講師を招いた輸血に関する学習会を2回実施し、知識や
技量の向上に努めた。
・日本赤十字社、日本輸血・細胞治療学会、岡山県輸血療法実
践研究会、岡山県合同輸血療法委員会、岡山県血液製剤使用
適正化普及委員会からの情報を院内に周知した。
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化学療法委員会 診療機能に関わる委員会

報告者 林　雄一郎当院の癌化学療法について、プロトコールの妥当性を評価し、有効かつ
安全な癌化学療法が行われるよう体制を保つ

目
的

委員長：診療部 医長 事務局長：薬剤部 科長
上記以外の委員：9名（院長、副部長、医長2名、医師 、看護師3名、管理栄養士1名）

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：11回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
外来・入院での化学療法を安全に実施する。
①化学療法委員会を1回/月実施し、治療中の患
者の把握や薬剤情報を共有する。
　毎月の委員会にて医師・看護師・薬剤師・栄
養士が化学療法施行中の患者の状態把握・治
療方針の意志統一を行う。新規薬剤の情報提
供・薬剤の供給状況、新規プロトコールの共
有なども行う。
②化学療法担当スタッフへの使用薬剤への知識
を向上させる
　化学療法に関連した勉強会の実施（1回/月)。
　担当者が勉強会スケジュールを作成。第2木
曜日に実施。
③地域連携（病薬連携）の実施（1回以上/年）

①化学療法委員会を1回/月実施し、治療中の患者の把握や薬剤
情報を共有する。
　化学療法委員会：11回/年開催した。毎週火・木の8：30-9：
00は看護師・薬剤師でのカンファレンスを実施した。以下の
内容は化学療法委員会にて報告し、共有・協議した。
○副作用報告（委員会にて）：2件（前年度5件）
　腎機能障害（1件）：ベバシズマブ+パクリタキセル療法。
ベバシズマブにより尿蛋白2+発現有り。
　肝機能異常（1件）：キイトルーダ+カルボプラチン+パク
リタキセル療法。
　キイトルーダによるirAE疑い。
　副作用発現時には速やかに対応した。詳細については化学
療法委員会にて共有した。
○インシデント：0件（前年度0件）にて安全に化学療法する
事が出来た。
○薬剤関連情報（新規薬剤採用・供給状態、新規プロトコー
ル登録など）
・抗癌剤新規プロトコールの承認：4件（前年度4件）
　フェスゴ配合皮下注+ドセタキセル療法（乳癌)、エン
ハーツ療法（肺癌）
　トロデルビ療法（乳癌)、キイトルーダ+パドセブ療法
（尿路上皮癌）

②化学療法担当スタッフへの使用薬剤への知識を向上させる
　学習会：5件（前年度4件）にて件数は増えたが、1回/月の開
催は出来なかった。
　内容：7/18 大腸癌の診断から治療・副作用マネジメントに

ついて（講師：医薬品MR）
　　　 8/27 キイトルーダ療法について （講師：医薬品MR）
 　　  9/6、9/17　エンハーツ療法について（講師：医薬品

MR）
  2/27 尿路上皮癌：パドセブ+キイトルーダ療法につ

いて（講師：医薬品MR）
③地域連携（病薬連携）の実施（1回以上/年）
　病薬連携（連携充実加算　150点/月）：1回/年開催
　3/21　第5回水島地区病薬連携の会（Webにて開催）
  外部の調剤薬局等より9名参加あり
　講演1）水島協同病院薬剤部　薬剤師
　　　　「乳がん患者の内服抗癌剤への関わり」
　講演2）虹の薬局本店　薬剤師
　　　　「消えた薬の行方～気になる患者さんから居宅療養
　　　　　管理指導に移行した事例～」
その他
・がん薬物療法体制充実加算算定（100点：月1回に限り）
については、火・木曜日の朝のカンファレンス内容と指導
記録を入力するようにした。
・ISO外部監査（2024年8月2日）
・厚生局適時調査（2025年2月14日）
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DPC委員会 診療機能に関わる委員会

報告者 山本　美鈴標準的な診断及び治療方法について院内で周知を徹底し、適切なコーディ
ング（適切な診断を含めた診断群分類の決定）を行う体制を確保する

目
的

委員長：病院長 事務局長：事務次長
事務局：事務次長、医療事務課　副主任
上記以外の委員：3名（事務長1名、病棟師長1名、医療情報管理課主任(診療情報管理士)1名）

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：4回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・データ提出の精度向上（部位不明・詳細不明
コード）
　→7.0％未満に抑える。
・DPCについての周知（診療部への広報強化）
　→診療部への報告、周知を実施する。
・適切なコーディングのための事例検討

・適切なコーディングのための事例検討
　2症例について内容確認を行った。
・年4回の委員会開催
　4回実施
・データ提出の精度アップ（部位不明・詳細不明コード）
　年間累計で、6.9％　目標達成。　
ただし10％を超過した月が1ヶ月あり。詳細不明コードの内
容について、診療部への広報の方法について検討が必要。　
・DPCについての周知（診療部への広報強化）
　会議報告での報告を行った。

・年4回の委員会開催
・データ提出の精度向上；年間累計で5.6％、目標達成
・DPCについての周知（診療部への広報強化)；
　2024年11月7日の医局会議にて診療部へ報告を行った。
・適切なコーディングのための事例検討；COVID-19感染症の
増加により感染症事例が多く、検討事例が少なかった。コー
ディングにおいて医師が積極的に加わり協力的であったため、
難渋する事例はなかった。
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診療用放射線管理委員会 診療機能に関わる委員会

報告者 田口　充診療用放射線の安全利用に係る管理の実施目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：1回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・水島協同病院における診療用放射線の安全利
用のための指針の確認

・線量管理アプリの稼働（OPE室イメージポー
ター）

・診療放射線に従事する者に対する診療用放射
線の利用に係わる安全な管理のための研修

委員長：診療部 放射線科医 事務局長：診療技術部 放射線・MR科
事務局：診療技術部 放射線・MR科 2名
上記以外の委員：看護部 師長

・水島協同病院における診療用放射線の安全利用のための指針
の確認
 　改訂がない事を確認
・線量管理アプリの稼働
 　イメージポーター　DICOM接続・MWM接続済み
 　OPE室のDICOMが不具合　確認中
・診療放射線に従事する者に対する診療用放射線の利用に係わ
る安全な管理のための研修
コ・メディカルは100％受講、医師全体で75％、非常勤を
除くと82％
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医療安全管理委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 宇野　正和医療安全管理体制・職員の医療安全教育
医療事故を防止するための情報収集・分析・対策立案・フィードバック・
評価

目
的

委員長：副診療部長 事務局長：医療安全管理室 専従診療放射線技師
事務局：薬剤部長、看護師主任、臨床工学科科長、医療相談室次長
上記以外の委員：7名（副診療部長、研修医2、臨床検査科科長、放射線科科長、
 リハビリテーション科科長、事務次長）

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
★管理体制
①医療安全管理体制の強化継続→
・委員会の中での研修を継続(トピックスが
ある時随時）

・成人病センターとの連携(good pointを取
り入れる)。

②医療安全推進委員の養成と活動の強化→管
理委員会でピックアップした事例分析を継
続。

③医療機能評価機構やmedical safer、県連や
相互評価施設との情報共有

★教育
①e‒learningの活用による研修参加率の維持
→新規教材の検討・受講の推進

②新入職員・看護部での１～3年目職員への
研修

★事故防止のための情報収集・分析・対策立案
①安全管理者ラウンド・委員会ラウンド再開
し、問題点の共有

②是正処置、医療安全ニュース発行、研修へ
の参加

★管理体制
①地域連携加算に係る相互評価の実施：
　倉敷成人病センター（Ⅰ）：8/29来院　9/30訪問
　→救急外来と２西病棟を評価していただき、どちらも5Ｓ
関連の提案をされた。
　玉島協同病院（Ⅱ）：3/11訪問　→１病棟の評価を行っ
た。5Ｓ関連の提案と指摘を行った。
②ヒヤリハット・事故報告数は2022件／年であった（前年
1696件)。
　→昨年20％増加。職員の医療安全に対する感度と報告への
意識が少し上がった。
　各会議＆委員会（医局会議、看護師長・主任会議、医療安
全管理委員会、医薬品委員会）への事例報告、検討へ。
③医療安全推進担当者委員会での推進委員の育成
　→今年度は医療安全管理者が代わり、新体制で一年間を
行った。そのため、会議開催を優先し、参加率の悪い部署
がそのままの状態で一年間進んだ。そのため部署ごとの参
加率に差がでたことが残念だった。
　部署での取り組み：委員会のまとめとして活動の報告会を
実施。参加できない部署へも内容が伝わるようにした。
④マニュアル・ガイドラインの整備：改訂→5件
★教育
①2024年度研修受講状況は、2回とも年度末に行われたた
め、現在集計中。昨年度実績以上を目指す。
②全体学習：医療安全報告会、Safe Master説明会 新人研修
（全体、看護部）

★事故防止のための情報収集・分析・対策立案
①安全管理者ラウンド：
　6回実施（5S）、3点確認1回、他随時実施。
②医療安全管理委員会と医療安全推進担当者委員会での合同
ラウンド毎月実施し8回実施。
③是正処置：10件＋α、医療安全ニュース：14回発行、医
療安全情報
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医療機器安全管理委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 井上　雅登医療機器の保守点検計画、研修計画、機器に関するトラブルに対しての検
討を行い医療機器の使用環境改善に努め、医療事故を減らす

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：1回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・ 医療機器研修計画の作成
・ 医療機器研修会の実施
・ 中央管理機器の管理状況の把握
・ 医療機器情報欄の書式変更
・ 2 回 / 年の委員会開催

・ 管理責任者の変更
・ 医療機器管理情報欄の書式変更
・ 医療機器研修会の実施
・ 研修報告書の書式・提出方法の変更
（紙運用からデータ運用へ）
・ 医療機器安全情報を広報へUP（紙運用からデータ運用へ）
・ 委員会運用マニュアルの見直し

委員長：臨床工学科 科長 事務局長：臨床工学科 主任 
上記以外の委員：4名（看護部2、臨床検査科1、放射線科1）
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透析機器安全管理委員会 医療の質向上に関わる委員会

2024 年度　ET・生菌検査結果の不合格回数

報告者 井上　雅登透析治療に関わる機器管理と透析液の水質確保目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：11回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
【透析関連機器】
・透析関連機器の点検計画表に沿った点検実施。

【透析液清浄化】
①透析液清浄化ガイドラインVer,1.01に準じ
た水質を維持する。

②状況に応じた熱水・薬液消毒の実施。
③透析液の排水基準に沿うことが出来ている
か毎月確認を行い結果をレジメ/報告書に記
載する。

【透析関連機器】
　以下の機器の部品交換及び日常点検／定期点検を予定通り実
施した。

　その他に患者監視装置のフィルター・カップラー・排液ライ
ンの定期的な洗浄と液漏れ点検を予定通り実施した。

【透析液清浄化】
　ET検査・生菌検査共にRO装置（病棟）にて不合格があった。
　原因究明と対応を適切に実施できた。

委員長：透析センター長 事務局長：臨床工学科 主任
上記以外の委員：7名（臨床工学科1、臨床検査科1、看護部3、事務部2）

※　患者監視装置4台更新し、透析液清浄化ガイドラインVer,1.01に準じてバリデーションを実施。
　　バリデートを完了した。

患者監視装置（73台） 透析液供給装置DAB70Si
RO装置（透析センター） 透析液溶解装置DAD70Si
RO装置（3北東透析室） ET吸着ユニット
カットフィルター

  Aチーム Bチーム Cチーム Dチーム Eチーム 病棟透析 DAB(1) DAB(2) RO(センター) RO(病棟)

 ET ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0

 生菌数 ０ ０ ０ ０ ０ 0 0 0 ０ 0
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感染防止対策委員会 医療の質向上に関わる委員会

体制（構成）

※2024年4月時点

委員長：病院長 事務局長：事務次長
事務局：感染防止対策室 専従看護師
上記以外の委員：13名（副事務長、副診療部長、研修医、看護部長、看護師長、
 臨床検査科科長、臨床検査科副主任、リハビリ科主任、
 診療放射線技師、臨床工学士、調理師、薬剤部長、医療安全管理者）

報告者 池上　鮎美院内感染予防策及び職員の安全確保について、ICC/ICTと連携を図り、各
職場での推進を行う為に設置する。

目
的

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
目標：COVID-19クラスターの制御 年間4件以

下を目指す　　

課題 ①　手指衛生遵守率 年間平均55％にする
 ②　ワクチン接種率　60％以上にする
 ③　ICT・ASTの年間2回の全体学習の受

講率を100％にする

目標：COVID-19クラスターの制御　年間　4件以下を目指す
 クラスター 6件、目標に対して50％増の結果となった。

課題①　手指衛生遵守率 年間平均55％にする
  →46％（達成度：83.6％）
 　ICTラウンドの他に、感染対策推進委員会でも遵守率ラ
ウンドを継続的に実施し、モニタリングを行った。また、
手指衛生学習会も計画的に行った。

 ②　ワクチン接種率 60％以上にする
  →最終4％（達成度：6.7％）
 　夜勤勤務がある看護部に関しては、病棟で接種が可能な
体制とし、看護以外の職種に関しては、4回に分けて職員
接種日を設定し接種しやすい体制を整備した。

 　ただし、副作用、費用の観点から接種率は上がらず目標
未達成となった。

 ③　ICT・ASTの年間2回の全体学習の受講率を100％にする
  →ICT:学習：94％　
  →AST学習：70.5％　
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栄養委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 小川　満子病院員給食の充実、向上、かつ適正な運営を図る目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
１． 災害時用備蓄確保と使用方法の検討
２． 栄養管理計画書の早期作成を目指す
　低栄養の診断基準であるGLIM基準の導入した
システムの構築

　入院時の身長、体重測定100％を目指す

【給食管理】
・患者給食材料費　平均959円（前年909円）前年比106％
栄養剤の価格上昇、嚥下調整食の比率が年々高くなり既成
品や補助食品の使用量も増えている
・嗜好調査　4回　実施　　行事食実施
【栄養管理】
・2024年診療報酬改訂で栄養管理体制の基準の明確化で栄
養管理手順書を3次文書の作成
　MNAを使用した栄養スクリーニングとGLIM基準を使用し
た低栄養評価実施
・特食比率51.0％　
・栄養指導件数　
　入院　年度合計323件（前年312件）前年比104％
　　　　初回260件　2回目62件
　外来　年度合計617件（前年560件）前年比110％
　　　　初回124件　2回目以降493件
・GLIM基準での低栄養判定　平均
　重度低栄養：19.1％
　中等度低栄養：14.0％
　リスクあり：11.9％
　非対応：55.0％

委員長：病院長 
事務局：栄養科科長
上記以外の委員：3名（管理栄養士2、調理師1）
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栄養委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 小川　満子病院員給食の充実、向上、かつ適正な運営を図る目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
１． 災害時用備蓄確保と使用方法の検討
２． 栄養管理計画書の早期作成を目指す
　低栄養の診断基準であるGLIM基準の導入した
システムの構築

　入院時の身長、体重測定100％を目指す

【給食管理】
・患者給食材料費　平均959円（前年909円）前年比106％
栄養剤の価格上昇、嚥下調整食の比率が年々高くなり既成
品や補助食品の使用量も増えている
・嗜好調査　4回　実施　　行事食実施
【栄養管理】
・2024年診療報酬改訂で栄養管理体制の基準の明確化で栄
養管理手順書を3次文書の作成
　MNAを使用した栄養スクリーニングとGLIM基準を使用し
た低栄養評価実施
・特食比率51.0％　
・栄養指導件数　
　入院　年度合計323件（前年312件）前年比104％
　　　　初回260件　2回目62件
　外来　年度合計617件（前年560件）前年比110％
　　　　初回124件　2回目以降493件
・GLIM基準での低栄養判定　平均
　重度低栄養：19.1％
　中等度低栄養：14.0％
　リスクあり：11.9％
　非対応：55.0％

委員長：病院長 
事務局：栄養科科長
上記以外の委員：3名（管理栄養士2、調理師1）

NST委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 小川　満子栄養障害の状態にある患者に対し、最適な栄養管理方法について提言・実
施により、原疾患の治療促進および合併症予防、生活の質向上を図り、当
院の医療の質向上を目指す

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
①ミールラウンド継続
②日本栄養治療学会等の研修会に参加し、新し
い知識の習得、医療の質の向上をめざすと伴
に学術発表に取り組む

 NST教育セミナー参加、医師のTNT参加をす
すめる

③胃瘻造設クリニカルパスの改訂
④経口摂取が難しくなった時の意思決定支援に
胃瘻や経鼻胃管についての患者、家族向け説
明資料作成

・胃瘻造設時嚥下評価加算　3件
　（胃瘻造設件数　55件　前年比84.6％）
・経口摂取率　67.7％（前年69.2％）
　絶食率　9.4％（前年9.2％）
　経管摂取率　22.9％（前年21.7％）
・日本栄養治療学会学術集会 参加　現地参加2名（オンデマン
ド参加1名）
・食事開始時の嚥下機能チェックシート作成
・診療報酬改訂に伴いNST介入基準を改定
・MNAスクリーニング、GLIM基準での低栄養判定について学
習会実施
　ノベルジン錠(亜鉛補充)内服による吸収阻害での銅欠乏症例
　VF検査時に食道通過障害あり、食道癌発症で胃瘻造設された
症例

委員長：医師
事務局：NST専任管理栄養士
上記以外の委員：16名 （看護師12、薬剤師1、臨床検査技師1、言語聴覚士1、歯科衛生士1）

 2024年合計 前年比 １回平均
 185  94.9% 3.7 
 413  109.0% 8.3 
 598  104.2% 12.0 
 53  129.3% 1.1 
 329  101.2%

新 規
再 評 価
加 算 件 数
コンサルテーション
延 べ 人 数

 2024年合計 前年比 月平均
 4746  84.7% 467.1 
 422  90.9% 38.7 
 72  194.6% 6.0 
 13  260.0% 1.1 
 37  90.2% 3.1 

摂 食 　 入 院
患 者 数
V F 　 入 院
　 　 　 外 来
摂 食 　 外 来

NST回診件数（回診50回　算定なし2回）

摂食・嚥下訓練件数・嚥下検査件数
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褥瘡対策委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 平良　良介院内発生率の低下、 予防対策策の実施。目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
①褥瘡院内発生率の低下
②スキンテア発生率の低下

毎月第一月曜日に委員会を実施。褥瘡・スキンテアの院内発
生状況を確認し、対策を周知した。

活動の成果として、褥瘡発生率は2023年度0.99％から、
2024年度0.97％に改善した。
スキンテアの発生率は2023年度1.29％から、2024年度
1.78％と上昇しているため今後の課題とした。

委員長：看護部 看護師長 事務局長：看護部 看護師長
事務局：看護管理室
上記以外の委員：17名（医師1、看護師12、理学療法士2、薬剤師1、管理栄養士1）
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臨床検査の適正化に関する委員会 医療の質向上に関わる委員会

報告者 瓜原　芳奈検査精度管理及び管理運営上の適正化を図るとともに、臨床検査に関する
重要事項を審議し当院所の発展に寄与する。

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：11回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・検査精度管理及び管理運営上の適正化を図る
・臨床検査に関する重要事項を審議し院内への
周知を図る

委員長：診療部 部長 事務局長：臨床検査科 科長
事務局：
上記以外の委員：5名(看護師2、臨床検査技師2、医療事務1）

・検査科ニュースの発行（9回）
・パニック値報告時のＦＡＸ運用変更
・外来棟生化学免疫複合装置運用開始
・外部精度管理調査への参加（日臨技、岡臨技、日本医師会）
・迅速検査キット新規採用（コロナ・ＲＳウイルス迅速検査
キット）

・迅速検査キット変更（マイコプラズマ抗原迅速検査キット）
・検査中止（出血時間）
・検査方法変更（インタクトPTH）
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認知症・せん妄ケア委員会 チーム活動

報告者 舩木　千恵美身体疾患の治療で入院した認知症患者・せん妄を発症した患者への適切な
認知症ケアを提供することができ、認知症・せん妄に関するケアの質の向
上を図ることを目的とする

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
◎2024年度の委員会目標
 「身体疾患の治療で入院した認知症患者や、せ
ん妄ハイリスク患者・せん妄を発症した患者
への適切なｹｱを提供することを目指し、院内
全体の認知症・せん妄に関するケアの質向上
を図ること」とする。

◎2024年度　強化ポイント
①リハビリ部門と協働し「せん妄（過活動・低
活動)」へのアセスメントやケア対応力の向上

②各部署担当者(特に病棟の委員会メンバーNS
の部署内活動の推進）の認知症ケア実践力の
向上

③計画的に各病棟内へ、認知症対応力向上研修
修了看護師を複数配置（委員会メンバーには
優先的に受講を推奨）する

＊多職種での毎週月曜日のラウンドとケアカンファレンスを実施
＊認知症ケア加算・せん妄ハイリスク患者ケア加算への取り組
みも定着。
＊院内認知症学習会の開催
・2024/11/26　横谷弘子介護専門員（認知症看護認定看護
師）を招聘し、｢認知症の方が在宅で暮らすということ」の演
目で院内学習会を実施した。参加数；院内44名、院外4名。
　　在宅で暮らすということを据えて入院初期から支援は始
まっているという認識をする事が出来た。
・全職員への学習として，ｅ-ラーニングでの学習も並行して開催。
・身体的拘束最小化に関する学習をｅ-ラーニングで看護部より
開始（現在進行形：90％以上修了）
＊リハビリ部門と認知症・せん妄に関する入院早期でのスクリー
ニング情報共有の仕組みを作成中。
＊2024年度　加算に関するデータ　　
　チーム介入実患者数：66名（前年比：92.9%）
　ラウンド&カンファレンス総件数：313件
　　　　　　　　　　　　　 （前年比：97.2%）
　認知症ケア加算請求件数：28825：25395件
　　　　　　　　　　　　　 （前年比：113.5％）
　認知症ケア加算点数：18,432,320円（前年比：121.3％）
　せん妄ハイリスク患者ケア加算件数・点数：
　　　　　　　　　　943件：943,000円（前年比：84.6％）

委員長：医師
事務局：認知症看護認定看護師
上記以外の委員：17人（看護師13・ＭＳＷ 1・医療安全管理者１・薬剤師1・作業療法士1）
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呼吸器ケア委員会 チーム活動

報告者 髙木　美穂呼吸器ケアに関連した、技術・知識の向上を目指す目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：10回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
病院全体の呼吸器ケアの知識・技術の向上を目
指す。
　呼吸器に興味を持ってもらえるように、呼吸
器ケアの認知度を上げていく。

　学習の実施。
　　基礎的な学習計画に入れる。
　　機器の学習を計画する(人工呼吸器・NPPV・
ASV・ハイフローセラピー)

下記の日程で学習会を行った。

委員長：慢性呼吸器看護認定看護師 事務局長：医師
上記以外の委員：14名（看護師12、臨床工学技士1、理学療法士1）

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

ネーザルハイフローの学習会　　　

みずしま財団 「くらしきCOPDネットワーク」 について

簡易人工呼吸器の学習会　　　　

休日のため委員会中止

在宅酸素導入の流れ、クリニカルパス運用方法について　

休日のため委員会中止

体位ドレナージ　　　　　　　　　　　

在宅酸素（HOT機種の種類・特徴） 帝人

在宅酸素療法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

NPPV ・ASVについて 帝人

在宅酸素（HOT機種の種類・使用方法等）　 フクダライフテック

年間のまとめ
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身体的拘束等最小化チーム チーム活動

報告者 舩木　千恵美身体的拘束等の最小化のための指針と同じく、身体的拘束等最小化チーム（認
知症・せん妄ケアチーム）において3 要件（切迫性・非代替性・一時性）のすべ
てに該当すると判断された場合、患者・家族への説明・確認を得て身体的拘束
等を実施する場合もあるが、その場合も入院患者の尊厳に基づいて患者の状
態を多職種で見直すことにより身体的拘束等の解除を目指して。

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：17回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
身体的拘束等の最小化のための指針と同じく、
身体的拘束等最小化チーム（認知症・せん妄ケ
アチーム）において 3 要件（切迫性・非代替性・
一時性）のすべてに該当すると判断された場合、
患者・家族への説明・確認を得て身体的拘束等
を実施する場合もあるが、その場合も入院患者
の尊厳に基づいて患者の状態を多職種で見直す
ことにより身体的拘束等の解除を目指して。

チーム長：医師 
事務局：認知症看護認定看護師
上記以外の委員：10名(看護副部長1、各病棟師長5、ＭＳＷ1、医療安全管理者1、薬剤師1、
　　　　　　　　作業療法士1）

＊定例カンファレンス：毎月第１・３月曜日 15：30～
2024年度は6月より活動開始となり、計：17回 開催するこ
とが出来た。

＊2024年度　身体拘束に関するデータ
・のべ入院患者数；83645人（前年比：101.2％）
・拘束された実人数：213人（前年比：173.3％）
・身体拘束率：3.85％（前年比：－0.13ポイント）
・患者1名当たりの身体拘束日数：14.9日（2023年度：13.7日)
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束
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年度
 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

年度別 身体拘束率

１． 機能評価に向けて具体的な記録の拡充を図る
①RPAを使用した取り組み
　・ 入院診療計画書の作成
　・ 入院時、身長・体重未測定
　・ 入院時記録・退院時記録未記載
　・ 医師退院サマリー
　・ 看護サマリー、パス未評価
②質的点検
　・ 日々の入院・退院点検での集計

 

取り組みに対してまだまだ結果がついてきていないと感じる。
具体的に丁寧な対応が求められているのではないか。

診療記録委員会 医療情報管理に関わる委員会

報告者 小橋　宏明診療記録に関わる各部署間の意見調整、協力関係の形成、諸問題の解決を
行うことで、診療情報管理業務の円滑な組織運営をはかる。「診療記録の
開示」をはじめとしたより広範囲の情報共有のために、諸問題の解決、関
係部署の円滑な運用をはかるための計画・指導・改善について検討し内容
を充実させる。

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
① 機能評価に向けて具体的な記録の拡充を図る
② 診療記録の質的点検の評価方法を考える
③ 診療報酬上必要な記録の点検

委員長： 事務局長：医療情報管理課 主任（診療情報管理士）
事務局：看護部 師長
上記以外の委員：5名 （看護部1、栄養科1、リハビリテーション科1、薬剤部1、医療情報管理課1
　　　　　　　　（診療情報管理士））

入院 5日目点検項目

退院時点検項目

入院時診療計画書
入院時初期評価表（看護師）
入院時基礎データ（看護師）
主訴（医師）
現病歴（医師）
身体所見（医師）
問題リスト（医師）
初期プラン（医師）

退院療養計画書
サマリー記入  － 2週間以内
看護サマリー
転棟転落アセスメントシート

3064
3208
2861
2484

3083
2480
3220
3012
1610
1133
3008
3148

98.0
96.0
85.7
74.4

92.0
74.0
96.1
89.9
48.1
33.8
89.8
94.0

2989
3207
2860
2502

3078
2485
3254
3051
2112
863

3051
3160

99.1
95.8
85.4
74.7

91.5
73.9
96.7
90.7
62.8
25.7
90.7
93.9

2023年度 2024年度
 合計 点検数 合計 点検数

 合計 点検数 合計 点検数

3350件

3340件

3364件

3349件

（記入率） （記入率）

（記入率） （記入率）
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１． 機能評価に向けて具体的な記録の拡充を図る
①RPAを使用した取り組み
　・ 入院診療計画書の作成
　・ 入院時、身長・体重未測定
　・ 入院時記録・退院時記録未記載
　・ 医師退院サマリー
　・ 看護サマリー、パス未評価
②質的点検
　・ 日々の入院・退院点検での集計

 

取り組みに対してまだまだ結果がついてきていないと感じる。
具体的に丁寧な対応が求められているのではないか。

診療記録委員会 医療情報管理に関わる委員会

報告者 小橋　宏明診療記録に関わる各部署間の意見調整、協力関係の形成、諸問題の解決を
行うことで、診療情報管理業務の円滑な組織運営をはかる。「診療記録の
開示」をはじめとしたより広範囲の情報共有のために、諸問題の解決、関
係部署の円滑な運用をはかるための計画・指導・改善について検討し内容
を充実させる。

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
① 機能評価に向けて具体的な記録の拡充を図る
② 診療記録の質的点検の評価方法を考える
③ 診療報酬上必要な記録の点検

委員長： 事務局長：医療情報管理課 主任（診療情報管理士）
事務局：看護部 師長
上記以外の委員：5名 （看護部1、栄養科1、リハビリテーション科1、薬剤部1、医療情報管理課1
　　　　　　　　（診療情報管理士））

入院 5日目点検項目

退院時点検項目

入院時診療計画書
入院時初期評価表（看護師）
入院時基礎データ（看護師）
主訴（医師）
現病歴（医師）
身体所見（医師）
問題リスト（医師）
初期プラン（医師）

退院療養計画書
サマリー記入  － 2週間以内
看護サマリー
転棟転落アセスメントシート

3064
3208
2861
2484

3083
2480
3220
3012
1610
1133
3008
3148

98.0
96.0
85.7
74.4

92.0
74.0
96.1
89.9
48.1
33.8
89.8
94.0

2989
3207
2860
2502

3078
2485
3254
3051
2112
863

3051
3160

99.1
95.8
85.4
74.7

91.5
73.9
96.7
90.7
62.8
25.7
90.7
93.9

2023年度 2024年度
 合計 点検数 合計 点検数

 合計 点検数 合計 点検数

3350件

3340件

3364件

3349件

（記入率） （記入率）

（記入率） （記入率）
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研修管理委員会 医師研修に関わる委員会

報告者 北村　奈央水島協同病院を基幹型臨床研修病院としておこなう臨床研修について、医
師法（法律第201号）第16条の2第1項に規定する臨床研修を適切に管理
し実施すること

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：3回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
①定数2のフルマッチを継続
②救急科体制強化に伴う研修医の救急科指導体
制の充実

③専攻医を含め7年目以降の医師について指導
医講習会の受講を促す

2024年度は2年次研修医2名、1年次研修医2名が在籍。協力
型病院としての研修医受入はなし。2025年度研修医採用にお
いて2名の獲得が達成できた一方で、マッチング（一次募集）
の時点で定数を埋めることは出来なかった。
新たな取り組みとして、研修医及び専攻医に対し1on1ミー
ティング（月1回の面談）を開始。研修医育成を目的に、医師
臨床研修センター長の立場で継続的に実施した。
専攻医に関しては、当院を基幹とする新規の専攻医の受け入
れはなかったが、引き続き内科専攻医1名と総合診療専攻医3名
が研修した。また、岡山大学病院より外科専攻医、倉敷中央病
院からは内科専攻医に加えて救急科専攻医の受入も開始し、研
修医指導にも力を発揮していただいた。

委員長：病院長 副委員長：副院長
事務局：医師臨床研修センター 事務3
上記以外の委員：29人（診療部５、医師臨床研修センター2、事務長、看護部1、薬剤部1、
　　　　　　　　診療技術部2、院外医師14、外部委員3）
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防災委員会 施設に関わる委員会

報告者 藤原　涼太「消防計画」「水島協同病院事業継続計画（BCP）」に基づき、防災業務
の企画・立案を行う

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：2回/年（6月、12月）
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・消防訓練の実施（6月、11月）
・消火技術訓練大会の参加
・コンセントの点検清掃の実施（5月）

・消防訓練実施
　6月19日（水）14：00～16：00　参加人数　101名
想定：想定：昼間３南西病棟370号室で火災発生。初期消

火に失敗し火災発生ウイングから全員避難する。
　11月20日（水）14：00～16：00　参加人数　82名
想定：夜間４南東病棟405号室で火災発生。初期消火に失

敗失敗し火災発生ウイングから全員避難する。
・消火技術訓練大会　9月26日（木）
　　消火器男子チーム（２名）の部に参加　結果：努力賞
・コンセント点検清掃実施　5月実施済み
・消防査察実施（11/25）
・避難確保計画に基づく災害訓練実施
　12月４日（水）14：45～15：15
　　場　所：２階西病棟
　　参加者：２階西病棟スタッフ　+　災害対策推進委員
　　目　標：①停電時の初期対応を確認する
　　　　　　②訓練の中で課題を明らかにし、次につなげる
　　　　　　③推進委員が自部署で伝達学習を行えるようになる
　　　　　　④病棟アクションカード作成につなげる
　　実施後の感想、対応等：

停電時の初期対応について大きな流れを体感する
ことができた。また複数の課題が明らかになった。
実態にあわせて、アクションカードの修正を行った。

委員長：病院長 事務局長：事務長
事務局：総務課施設係
上記以外の委員：３名（看護部1、診療技術部1、総務課1）
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医療ガス安全管理委員会 施設に関わる委員会

報告者 藤原　涼太医療ガス（診療の用に供する酸素・各種麻酔ガス・吸引・医用圧縮空気・
窒素等をいう）設備の安全管理を図り、患者の安全を確保する

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：2回/年（10月、3月）
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・定期保守点検を確実に行う
・医療ガス学習会の実施

・人工空気製造システム保守点検
　　実施日：5／7、8／7、10／29
・CEタンク定期保守点検
　　実施日：8／7
・院内配管設備定期点検
　　実施日：10／16～10／19
・酸素使用量　前年比　125.2％
　窒素使用量　前年比　134.9％
　酸素ボンベ0.5㎥使用量　84.5％
・医療ガス学習会　2／19（水）実施　参加者60名

委員長：医師 事務局長：事務（施設係）
事務局：臨床工学科
上記以外の委員：3名（看護部1、薬剤部1、総務課1）
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医療廃棄物処理委員会 施設に関わる委員会

報告者 藤原　涼太医療廃棄物処理が法律、処理計画・管理規定に基づき適正に行われるよう
指導・援助する

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：1回/年（6月）
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
・2024年度処理計画
　　2023年度の5％削減を目標とする。

2024年度
　医療廃棄物排出重量
 66.871トン 前年比　90.7％
　医療廃棄物処理費用
 10,750,278円 前年比　93.4％
　目標達成　分別方法を周知徹底し、前年度実績　約10％減少

した。

委員長：病院長 事務局長：事務（施設係）
上記以外の委員：5名（看護部２、看護部（感染対策室)１、病理検査科１、臨床工学科１）
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労働安全衛生委員会 職員の健康に関わる委員会

報告者 笠原　夕季労働安全衛生法に基づき、職員の労働災害の把握、再発防止対策及び健康
管理・労働環境の整備を行うための協議・提案を行う

目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：12回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
①定期的な職場巡視：前年度以上の実施率を目指す
②職員健診：100％実施と要精査・要治療者フォ
ロー率100％を目指す

③職員の労働負担軽減・健康増進の取組：超勤時
間実態調査を継続する

④労働安全衛生に関する情報提供：労働安全衛生
Newsを作成・発行する

⑤労働安全衛生法改正への対応：法改正があれば、
委員会内で報告・随時対応する

①巡視実施回数47回/52回（実施率90.4%[前年度60.4%]）
　うち、産業医巡視15部署（前年度8部署）
・ISO再認証審査にて巡視未実施の不適合指摘があり、水曜時点で
実施報告がない場合は、事務局から衛生管理者と職場長へ状況確
認（必要に応じ、巡視計画の変更（担当者･場所））をおこなうこ
ととした。

・巡視の実施周知と巡視しやすい環境整備の為、衛生管理者用の腕
章を作成・配付した。

②職員健診　受診者532名/537名中（受診率99.1％〔前年度
98.5%])※産育休・長期病欠者を除くと100％

　要治療･要精査：12.4％〔前年度11.5％〕うち、受診率：73.0％
〔前年度74.3%〕

・健診の100％実施は達成できた。要治療・要精査者には年2回の
受診勧奨をおこなっているが、受診率は引き続き73.0％と低く、
受診率向上が課題。また、がん検診の受診率も他事業所と比較し
低い傾向。

　有所見項目：最も高い項目は5年連続で脂質検査29.4%、2番目に
高い項目は3年連続でBMI25以上24.8%

　がん検診受診率（協会けんぽ加入職員）：胃がん65.3％、大腸が
ん71.6％、乳がん56.5％、子宮がん33.1％、前立腺がん41.0％

　非喫煙率：男性85.49%、女性90.9%、全体では90.0%〔前年度
男性83.9%､女性91.9%、全体90.0%〕

③超勤時間実態調査実施回数2回
（2023年度下半期(2023.10-2024.3月分)：5月実施、2024年度
上半期(2024.4-2024.10月分)：12月実施）

・毎月の委員会報告（40h労働者部署別･職種別統計）に加え、上記
のとおり該当職員の職責者への個別調査（2024年度上半期調査
より調査対象者の見直しを実施）をおこなった。結果は委員会内
で共有し、院長等への報告をおこなった。

④労働安全衛生News発行回数5回
・年度始めに発行計画（担当・時期）を策定し、毎月の委員会で内
容を協議。発行後は、全体朝礼、全職員へのメール送信、■広報
■への収載等により職員へ周知した。

〔発行内容〕
　｢自身の流行性疾患の免疫を把握していますか？｣(5/22発行)
　｢ノーリフトケアは尊厳を守るためのマインドです」(7/17発行）
　｢ストレスチェックの提出はすみましたか？」(10/3発行）
　｢体に良い食事をとって健康的に過ごそう！」(11/21発行）
　｢がん検診を受けましょう！」(2/19発行）
⑤労働安全衛生に関する法改正について内容を委員会内で随時報告
し、必要に応じて対応をおこなった。

　5月：化学物質に関する規制（保護具の適正な選択・使用・保守
管理実施等）

　7月：岡山県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例（自
転車保険加入義務等）

　11月：事業場における治療と仕事の両立支援のためのガイドライ
ン（治療と仕事の両立支援カード）

　2月：化学物質に関する規制(対象物質の追加に伴うリスクアセス
メント等の実施)

委員長：副院長 事務局長：医局事務課 課長
上記以外の委員：9名（看護部3、診療技術部1、事務部3、院長直属課2）

労働安全衛生News
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医師労働負担軽減検討委員会 職員の健康に関わる委員会

報告者 笠原　夕季医師労働の負担軽減を図る目
的

体制（構成）

※2024年4月時点

2024年度 活動報告　　開催実績：2回/年
活動方針・課題（活動目標） 活動まとめ（活動内容・実績）
1. 医師の勤務状況の確認・分析（週休日数・年
休日数・超勤時間・当直回数）

2. 医師労働負担軽減計画の策定・評価
3. 医師労働負担軽減に関する具体的取り組みの
確認

1. 医師の勤務状況の確認・分析（週休日数・年休日数・超勤時
間・当直回数）

　2024年度始期は常勤医師34名（外部研修中の医師除く・前
年度始期35名）でスタートし、連携施設としての専攻医受入
を除くと31名（前年度34名）と医師体制は引き続き厳しい
状況であった。
　内科は2022年度末から、専攻医1名、中堅医師（10年目以
上）3名の退職があり、2023年度に専攻医1名の採用はあっ
たものの指導医を担う中堅医師の確保が困難な状況が続いて
いた。2024年1月～倉敷中央病院救急科医師の支援（毎週月
曜）を開始したこと、2024年4月～地域包括ケア病棟担当の
常勤医師（専門：外科）1名と非常勤医師複数名を採用（内
科外来3名、救急外来1名、透析1名）したこと、連携施設と
しての専攻医（内科・救急）受け入れが常時1～2名あったこ
と等、外部医師による体制を強化することにより、診療を維
持することができた。
　外科は、前年度に引き続き、岡大専攻医1名の受け入れをお
こなったが、下半期からの受け入れはなく、現在は昨年度と
比べると1名減となっている。
　結果、休日・休暇取得状況等の増減はあまりないものの超勤
時間・当直回数は増加傾向にある。特に当直については、昨
年度に比べ、当直勤務医師が減少しており、医師一人の負担
が増加している。

2. 医師労働負担軽減計画の策定・評価
　2024年度医師労働負担軽減計画および医師労働時間短縮計
画の策定と到達度の評価をおこなった。

3. 医師労働負担軽減に関する具体的取り組みの確認
2024年度医師労働負担軽減計画および医師労働時間短縮計画
に基づき検討をおこなった。

委員長：診療部 副診療部長 事務局長：医局事務課 課長
事務局：事務長
上記以外の委員：11名（診療部4、薬剤部1、看護部2、診療技術部1、事務部3）
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■ Ⅶ．学術活動実績
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臨床研究・看護研究
学会発表
　診療部・医師臨床研修センター
　看護部
　薬剤部
　診療技術部
　事務部・院長直属課
講師派遣
　診療部・医師臨床研修センター
　看護部
　診療技術部
　院長直属課
CPC開催実績
学術運動交流集会　演題一覧
　前期
　後期
看護部卒Ⅱ事例研究発表会　演題一覧
実習生等受入れ一覧
職業体験受入れ一覧
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Ⅶ　学術活動実績
2024年度 臨床研究・看護研究　　 水島協同病院　臨床研究倫理審査委員会　　　　　　　　　　　　　　　

 承認番号 審査日 研　究　課　目 研究責任者 ※（賛同協力の場合は主任研究者を記載）  研究の形態

20240603-1

20240729-1

20240913-1

20241219-1

20250317-1

 無 無 自主研究

 無 無 自主研究

 無 無 症例報告

 有 無 協力研究

 有 無 協力研究

同意書
の有無

当院ホーム
ページへの
オプトアウト
掲載の有無

2024 年度 学会発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者

2024/5/31

2024/7/26

2024/9/6

2024/9/6

2024/9/6

2024/9/15

2024/11/9

2024/11/16

2024/11/17

2024/11/30

2024/7/6

2024/8/10

2024/9/21

2024/9/29

2024/10/19

2024/10/19

2024/10/19

2025/2/1

2025/2/1

2025/2/22

横　浜

京　都

福　島

福　島

福　島

別　府

札　幌

京　都

名古屋

群　馬

倉　敷

岡　山

松　山

栃　木

広　島

広　島

広　島

香　川

香　川

岡　山

石部　洋一

荒井　啓暢

荒井　啓暢

荒井　啓暢

荒井　啓暢

山本　明広

石部　洋一

遠藤　健一郎

病理検査係
友末　安奈

石部　洋一

病理検査係
友末　安奈

下山　舜也

石部　洋一

戸田　真司

下山　舜也

友野　宏志

三宅　聡美

荒井　啓暢

荒井　啓暢

下山　舜也

日本超音波医医学会第97回学術集会

第39回日本環境感染学会総会・学術集会

第31回日本排尿機能学会

第31回日本排尿機能学会

第31回日本排尿機能学会

第28回PEG・在宅医療学会学術集会

第52回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会

第16回日本仏教心理学会学術大会

第63回日本臨床細胞学会秋期大会

第34回日本乳癌検診学会学術総会

第43回岡山県臨床細胞学会学術集会

第13回研修施設群合同カンファレンス

第21回日本乳癌学会中国四国地方会

第54回日本腎臓学会東部学術大会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

第115回日本泌尿器科学会四国地方会

第115回日本泌尿器科学会四国地方会

第14回研修施設群合同カンファレンス

病理プレパラートとの対比から浮かび上がる組織特性に基
づく超音波画像

中小規模病院のAST、ICT活動における課題と遠隔コンサ
ルテーションの効用～ICDの視点から～

高齢者におけるビベグロンの有効性と安全性の検討

高齢者におけるタダラフィルの有効性と安全性の検討

高齢者におけるデスモプレシン酢酸塩水和物の有効性と安
全性の検討

皮膚・排泄ケア特定認定看護師による胃瘻カテーテル交換
の実践

超音波診断で組織像推定を楽しもう

仏教心理哲学の始まりと今後の展望について  ―仏教心理
哲学分科会設立前後の歩み―

腹水細胞診において診断が困難であった肉腫様膵癌の1例

当院における乳癌既往歴患者の継続的な遺伝学的検査対
象者の拾い出し

腹水細胞診において診断が困難であった膵肉腫様癌の1
例

十二指腸憩室炎治療中に仮性動脈瘤からの上部消化管
出血を呈し、IVRによるコイル塞栓術を要した1例

乳房超音波と病理像　ミニレクチャーとエコーグランプリ
解説

頭部MRAで右S状-横静脈洞の高信号を認め，右内頚静脈
逆流の診断に至った血液透析患者の１例

十二指腸憩室炎治療中に仮性動脈瘤からの上部消化管
出血を呈し、IVRによるコイル塞栓術を要した1例

COVID-19入院中に急性腹症を発症した2例

ビクシリン投与により治癒し得た高齢者髄膜炎，感染性心
内膜炎の1例

2024年水島協同病院泌尿器科手術統計

異好抗体の存在が疑われた前立腺癌の1例

洗髪料によるアナフィラキシーが当初疑われた一例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

江國　享美

鈴木　彩生

稲葉　雄一郎

石部　洋一

原田　美由紀

US GTC研究部会 部会長 植松孝悦
（静岡がんセンター  乳腺画像診断科）

福井大学医学部　病因病態医学講座
分子病理学　教授　内木　宏延 氏

護師が体験した5類に移行したCOVID-19への対応の現状と課題
ー感染対策とメンタルヘルスについて看護師へのインタビューか
らの分析ー

当院における便秘薬の使用／効果の分析とプロトコー
ルへの情報付与、共有の取り組み

対外循環における抗凝固作用モニタリングのAPTT検査
を契機に抗リン脂質抗体症候群の診断に至った血液透
析患者の１例

乳房超音波画像によるGTC（Glandular Tissue Component）
評価と乳房構成判定の観察者間一致率の検証

アミロイドーシス病型診断のためのウサギモノクローナル
抗体開発

診療部（病理検査係含む）・医師臨床研修センター

学会・研究会発表（地方会）

岩藤絵理・原田美由紀・
佐藤正和・松川昭博

山本勇気・日向眞

岩藤絵理・原田美由紀・
佐藤正和・松川昭博

2024/6/3

2024/7/29

2024/9/13

2024/12/19

2025/3/17

学会・研究会発表（全国）

西山慶子（プライムホス
ピタル玉島）・今井智大・
山本明広・江口孝行・
藤本竜平・賀来潤一

矢野敏史
（小豆島中央病院）

矢野敏史
（小豆島中央病院）
矢野敏史
（小豆島中央病院）
矢野敏史
（小豆島中央病院）

稲葉雄一郎・吉井りつ・
北井敏邦、荒井啓暢・
杉山信義

山本勇気・日向眞

山本勇気・日向眞

山本勇気・日向眞
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Ⅶ　学術活動実績
2024年度 臨床研究・看護研究　　 水島協同病院　臨床研究倫理審査委員会　　　　　　　　　　　　　　　

 承認番号 審査日 研　究　課　目 研究責任者 ※（賛同協力の場合は主任研究者を記載）  研究の形態

20240603-1

20240729-1

20240913-1

20241219-1

20250317-1

 無 無 自主研究

 無 無 自主研究

 無 無 症例報告

 有 無 協力研究

 有 無 協力研究

同意書
の有無

当院ホーム
ページへの
オプトアウト
掲載の有無

2024 年度 学会発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者

2024/5/31

2024/7/26

2024/9/6

2024/9/6

2024/9/6

2024/9/15

2024/11/9

2024/11/16

2024/11/17

2024/11/30

2024/7/6

2024/8/10

2024/9/21

2024/9/29

2024/10/19

2024/10/19

2024/10/19

2025/2/1

2025/2/1

2025/2/22

横　浜

京　都

福　島

福　島

福　島

別　府

札　幌

京　都

名古屋

群　馬

倉　敷

岡　山

松　山

栃　木

広　島

広　島

広　島

香　川

香　川

岡　山

石部　洋一

荒井　啓暢

荒井　啓暢

荒井　啓暢

荒井　啓暢

山本　明広

石部　洋一

遠藤　健一郎

病理検査係
友末　安奈

石部　洋一

病理検査係
友末　安奈

下山　舜也

石部　洋一

戸田　真司

下山　舜也

友野　宏志

三宅　聡美

荒井　啓暢

荒井　啓暢

下山　舜也

日本超音波医医学会第97回学術集会

第39回日本環境感染学会総会・学術集会

第31回日本排尿機能学会

第31回日本排尿機能学会

第31回日本排尿機能学会

第28回PEG・在宅医療学会学術集会

第52回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会

第16回日本仏教心理学会学術大会

第63回日本臨床細胞学会秋期大会

第34回日本乳癌検診学会学術総会

第43回岡山県臨床細胞学会学術集会

第13回研修施設群合同カンファレンス

第21回日本乳癌学会中国四国地方会

第54回日本腎臓学会東部学術大会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

日本内科学会中国支部主催
第131回中国地方会

第115回日本泌尿器科学会四国地方会

第115回日本泌尿器科学会四国地方会

第14回研修施設群合同カンファレンス

病理プレパラートとの対比から浮かび上がる組織特性に基
づく超音波画像

中小規模病院のAST、ICT活動における課題と遠隔コンサ
ルテーションの効用～ICDの視点から～

高齢者におけるビベグロンの有効性と安全性の検討

高齢者におけるタダラフィルの有効性と安全性の検討

高齢者におけるデスモプレシン酢酸塩水和物の有効性と安
全性の検討

皮膚・排泄ケア特定認定看護師による胃瘻カテーテル交換
の実践

超音波診断で組織像推定を楽しもう

仏教心理哲学の始まりと今後の展望について  ―仏教心理
哲学分科会設立前後の歩み―

腹水細胞診において診断が困難であった肉腫様膵癌の1例

当院における乳癌既往歴患者の継続的な遺伝学的検査対
象者の拾い出し

腹水細胞診において診断が困難であった膵肉腫様癌の1
例

十二指腸憩室炎治療中に仮性動脈瘤からの上部消化管
出血を呈し、IVRによるコイル塞栓術を要した1例

乳房超音波と病理像　ミニレクチャーとエコーグランプリ
解説

頭部MRAで右S状-横静脈洞の高信号を認め，右内頚静脈
逆流の診断に至った血液透析患者の１例

十二指腸憩室炎治療中に仮性動脈瘤からの上部消化管
出血を呈し、IVRによるコイル塞栓術を要した1例

COVID-19入院中に急性腹症を発症した2例

ビクシリン投与により治癒し得た高齢者髄膜炎，感染性心
内膜炎の1例

2024年水島協同病院泌尿器科手術統計

異好抗体の存在が疑われた前立腺癌の1例

洗髪料によるアナフィラキシーが当初疑われた一例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

江國　享美

鈴木　彩生

稲葉　雄一郎

石部　洋一

原田　美由紀

US GTC研究部会 部会長 植松孝悦
（静岡がんセンター  乳腺画像診断科）

福井大学医学部　病因病態医学講座
分子病理学　教授　内木　宏延 氏

護師が体験した5類に移行したCOVID-19への対応の現状と課題
ー感染対策とメンタルヘルスについて看護師へのインタビューか
らの分析ー

当院における便秘薬の使用／効果の分析とプロトコー
ルへの情報付与、共有の取り組み

対外循環における抗凝固作用モニタリングのAPTT検査
を契機に抗リン脂質抗体症候群の診断に至った血液透
析患者の１例

乳房超音波画像によるGTC（Glandular Tissue Component）
評価と乳房構成判定の観察者間一致率の検証

アミロイドーシス病型診断のためのウサギモノクローナル
抗体開発

診療部（病理検査係含む）・医師臨床研修センター

学会・研究会発表（地方会）

岩藤絵理・原田美由紀・
佐藤正和・松川昭博

山本勇気・日向眞

岩藤絵理・原田美由紀・
佐藤正和・松川昭博

2024/6/3

2024/7/29

2024/9/13

2024/12/19

2025/3/17

学会・研究会発表（全国）

西山慶子（プライムホス
ピタル玉島）・今井智大・
山本明広・江口孝行・
藤本竜平・賀来潤一

矢野敏史
（小豆島中央病院）

矢野敏史
（小豆島中央病院）
矢野敏史
（小豆島中央病院）
矢野敏史
（小豆島中央病院）

稲葉雄一郎・吉井りつ・
北井敏邦、荒井啓暢・
杉山信義

山本勇気・日向眞

山本勇気・日向眞

山本勇気・日向眞

 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者

2024/7/20 京　都 中薗　恭江第11回JADEC年次学術集会 低血糖で救急搬送された患者の調査と低血糖ハイリスク
薬を使用する入院患者に対する意識調査

病棟における適切な医薬品管理に向け導入した与薬カー
トの運用について

岡　山

岡　山

Web

低血糖で救急搬送された患者の調査と低血糖救急搬送を
繰り返す高齢１型糖尿病患者の症例

当院における便秘薬の使用/効果の分析とプロトコールへ
の情報付与と共有の取り組み

1

2024/11/16

2024/11/16

2024/10/23

中薗　恭江

鈴木　彩生

林　雄一郎

第63回日本薬学会・日本薬剤師会・日本
病院薬剤師会中国四国支部学術大会

第63回日本薬学会・日本薬剤師会・日本
病院薬剤師会中国四国支部学術大会

第21回組合学術運動交流集会

1

2

1

 所属 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者

 所属 掲載誌名など   タイトル 執筆者 共著者

2024/5/25

2024/5/26

2024/7/11～7/13

2024/9/7

2024/11/30

下　関

下　関

e-Poster

姫　路

神　戸

看護部長室

看護部長室

看護２科

看護部長室

看護部長室

平良　亮介

平良　亮介

片岡　祐美子

平良　亮介

平良　亮介

石部洋一・三宅和子・
橋本有紀

第33回日本創傷・オストミー・失禁管理学会
学術集会

第33回日本創傷・オストミー・失禁管理学会
学術集会

第32回日本乳癌学会学術総会

第26回日本褥瘡学会学術集会

第5回日本フットケア・足病医学会
年次学術集会

看護部

薬剤部

WOCNの「実践」「指導」「相談」具体的にはどんな事を
しているの？　もう11年目！いや、まだ11年目!?　やや
ベテランWOCNの活動報告

皮膚・排泄ケア認定看護師による胃瘻カテーテル交換
の実践報告

乳癌患者が子供に病気を伝えるときのサポートの経
験

１０ヵ所以上の多発褥瘡患者へ創傷管理特定行為で介
入して治癒した症例

入院中の静脈うっ滞性潰瘍をもつ患者への指導と、病
棟看護師への指導について

2024/6/9

2024/9/14

2025/3/16

岡　山

岡　山

岡　山

熊　本

熊　本

東　京

看護部長室

看護部長室

看護部長室

平良　亮介

平良　亮介

平良　亮介

第60回岡山ストーマリハビリテーション
研究会

第6回日本フットケア・足病医学会
中国四国地方学術集会

岡山プライマリ・ケア学会
総会・第31回学術大会

地域横断的なストーマケアの症例報告

「病院から在宅へつなげるフットケア　-地域で足を守
る-」

重症下肢潰瘍患者の想いを尊重した退院支援

1

2

3

4

5

1

2

3

1

1

2

3

Ｗeb

人工透析室

人工透析室

看護部

人工透析室 古田　恭子

須々木　瞳

古田　恭子

足立　佳澄

第21回組合学術運動交流集会

全日本民医連 第16回看護介護活動研究交流集会

全日本民医連 第16回看護介護活動研究交流集会

日本臨床倫理学会　第12回年次大会

患者の意思を尊重した自宅退院支援

透析中運動療法の取り組みと現状報告

ナラティブから考える倫理コンサルテーション

透析中運動療法のとりくみと現状

学会・研究会発表（全国）

学会・研究会発表（法人内）

学会・研究会発表（地方会）

学会・研究会発表（全日本民医連、県連）

学会・研究会発表（法人内）

論文・著書

2024/10/27

2024/10/28

2025/3/16

2024/10/23

学会・研究会発表（全国）

学会・研究会発表（地方会）

藤原奈緒美・西本美淑・
里見和彦

西本美淑・桑田純恵・
山本勇気

川口弥生・古野　忍・
吉井りつ・林 雄一郎・
西本美淑

　

2024/11/30 名古屋 稲葉　雄一郎第47回全国腎臓疾患懇話会学術大会
in名古屋

体外循環における抗凝固作用モニタリングのＡＰＴＴ検査を
契機に抗リン脂質抗体症候群の診断に至った血液透析患者
の１例

1 戸田真司・荒井啓暢・
吉川なぎさ・橋本裕美・
小野田哲也（玉島協同病院）・
清水順子（玉島協同病院）・
杉山信義

学会・研究会発表（全日本民医連、県連）

世登　洋美

稲葉雄一郎・世登洋美・
鶴　直子・内田真由美・
岩谷たまえ・溝渕拡美

稲葉雄一郎・世登洋美・
内田真由美・岩谷たまえ・
鶴　直子・須々木孝弘・
中田海加

1

2

看護２科

看護部長室

片岡祐美子

平良　亮介

外来で始める在宅療養支援　第2版　：69-76、2024/8

臨床老年看護　：19-27、2024年9・10月号

外来で推進する「気になる患者訪問」

高齢者に起こりやすい褥瘡と間違えやすい皮膚症状・
皮膚疾患

三宅和子・塩尻由希子・
田中慶子・脇本美香
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臨床
検査科

診療技術部

2024/10/30

2024/10/30

2024/10/30

WEB

WEB

WEB

医師研修・
医学生支援室

医療情報
管理課

総務課

北村　奈央

尾崎　圭佑

妹尾　陽子

組合事務職員活動交流集会

組合事務職員活動交流集会

組合事務職員活動交流集会

岡山協立病院との高校生医師体験の取り組み

ロボパットＤＸを使った事例報告

ByeByeTimeCard導入後の出退勤管理業務の効率
化について

1

2

3

 部署 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者
学会・研究会発表（法人内）

事務部・院長直属課

羽野春奈・松田　萌

 所属 掲載誌名など   タイトル 執筆者 共著者
論文・著書

1 久保友里佳岡山医学検査　：1-8、vol.62　No.1 2022年岡山県13施設におけるMRSA，MDRPおよび
ESBLｓ産生菌の動向調査

岡山県微生物同好会
（CLUB細菌）

講師派遣 （司会、座長、ファシリテーター含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

2024年度

2024年度前期

2024年度後期

2024年度後期

2024年度後期

2024年度後期

2024/6/11

2024/6/25

2024/11/5～
2024/12/24

2024/11/6

2024/11/12

2024/12/6

2024/12/10

北野　太一

遠藤　健一郎

山本　明広

丸屋　純

太田　仁士

戸田　真司

石部　洋一

石部　洋一

山本　勇気

吉井　健司

山本　明広

石部　洋一

石部　洋一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

診療部・医師臨床研修センター

ソワニエ看護専門学校

学校法人 福山医療学園 福山医療専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

日本イーライリリー株式会社/倉敷アイビースクエア

中外製薬株式会社/川崎医科大学附属病院会議室

倉敷市保健所保健課感染症係/WEB（配信）

ノバルティスファーマ㈱/水島協同病院他（Web）

ノバルティスファーマ㈱・大塚製薬㈱/水島協同病院他（Web）

勤医協中央病院・中外製薬株式会社/勤医協中央病院

倉敷市立連島南中学校

小児疾患

精神医学

病態学Ⅰ（消化器疾患）

病態学Ⅲ（内分泌・代謝疾患）

病態学Ⅳ（脳・神経疾患）

病態学Ⅲ（腎・泌尿器疾患）

第26回倉敷市連合医師会学術講演会

乳がん地域連携講演会～検診から専門医療機関への受診～

令和6年度 感染症対策研修会

急性冠症候群患者の脂質管理～現状とこれからを見据えて～
Long-acting PCSK9産生阻害薬の使用方法を考える（座長）

心腎連関を考慮した医療を考える会（session1座長）

東区乳腺疾患WEBセミナー「病理像と組織特性から楽しく
超音波像を学ぼう」

がん教育講演会

2024/5/15

2024/7/1

2024/10/2

2024/10/5

2024/10/28

2024/12/26

2025/1/22

健康事業部/玉島支部班会

健康事業部/四福支部集会

健康事業部/くらしき健康福祉プラザ

健康事業部/あちてらす倉敷オープンスペース

健康事業部/南浦小学校体育館

健康事業部/五福支部班会

水島歯科診療所

医療講話「高血圧について」

医療講話「熱中症について」

倉敷南ブロック５支部合同・運営委員さん交流会での健康講話

しらかべ支部健康まつりでの健康相談対応

南浦地区ミニ健康展での健康相談・医療講話「老人性難聴について」

医療講話「老人性難聴について」・健診結果返し

高血圧症について

吉浦 雄飛

安陵 彰太

友野　宏志

三宅　聡美

安陵　彰太

昆　尭明
田中　聖也

友野　宏志

法人外

法人内・班会・患者会
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臨床
検査科

診療技術部

2024/10/30

2024/10/30

2024/10/30

WEB

WEB

WEB

医師研修・
医学生支援室

医療情報
管理課

総務課

北村　奈央

尾崎　圭佑

妹尾　陽子

組合事務職員活動交流集会

組合事務職員活動交流集会

組合事務職員活動交流集会

岡山協立病院との高校生医師体験の取り組み

ロボパットＤＸを使った事例報告

ByeByeTimeCard導入後の出退勤管理業務の効率
化について

1

2

3

 部署 発表年月日 開催場所 学会名 発表演題名 発表者 共同演者
学会・研究会発表（法人内）

事務部・院長直属課

羽野春奈・松田　萌

 所属 掲載誌名など   タイトル 執筆者 共著者
論文・著書

1 久保友里佳岡山医学検査　：1-8、vol.62　No.1 2022年岡山県13施設におけるMRSA，MDRPおよび
ESBLｓ産生菌の動向調査

岡山県微生物同好会
（CLUB細菌）

講師派遣 （司会、座長、ファシリテーター含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

2024年度

2024年度前期

2024年度後期

2024年度後期

2024年度後期

2024年度後期

2024/6/11

2024/6/25

2024/11/5～
2024/12/24

2024/11/6

2024/11/12

2024/12/6

2024/12/10

北野　太一

遠藤　健一郎

山本　明広

丸屋　純

太田　仁士

戸田　真司

石部　洋一

石部　洋一

山本　勇気

吉井　健司

山本　明広

石部　洋一

石部　洋一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

診療部・医師臨床研修センター

ソワニエ看護専門学校

学校法人 福山医療学園 福山医療専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

日本イーライリリー株式会社/倉敷アイビースクエア

中外製薬株式会社/川崎医科大学附属病院会議室

倉敷市保健所保健課感染症係/WEB（配信）

ノバルティスファーマ㈱/水島協同病院他（Web）

ノバルティスファーマ㈱・大塚製薬㈱/水島協同病院他（Web）

勤医協中央病院・中外製薬株式会社/勤医協中央病院

倉敷市立連島南中学校

小児疾患

精神医学

病態学Ⅰ（消化器疾患）

病態学Ⅲ（内分泌・代謝疾患）

病態学Ⅳ（脳・神経疾患）

病態学Ⅲ（腎・泌尿器疾患）

第26回倉敷市連合医師会学術講演会

乳がん地域連携講演会～検診から専門医療機関への受診～

令和6年度 感染症対策研修会

急性冠症候群患者の脂質管理～現状とこれからを見据えて～
Long-acting PCSK9産生阻害薬の使用方法を考える（座長）

心腎連関を考慮した医療を考える会（session1座長）

東区乳腺疾患WEBセミナー「病理像と組織特性から楽しく
超音波像を学ぼう」

がん教育講演会

2024/5/15

2024/7/1

2024/10/2

2024/10/5

2024/10/28

2024/12/26

2025/1/22

健康事業部/玉島支部班会

健康事業部/四福支部集会

健康事業部/くらしき健康福祉プラザ

健康事業部/あちてらす倉敷オープンスペース

健康事業部/南浦小学校体育館

健康事業部/五福支部班会

水島歯科診療所

医療講話「高血圧について」

医療講話「熱中症について」

倉敷南ブロック５支部合同・運営委員さん交流会での健康講話

しらかべ支部健康まつりでの健康相談対応

南浦地区ミニ健康展での健康相談・医療講話「老人性難聴について」

医療講話「老人性難聴について」・健診結果返し

高血圧症について

吉浦 雄飛

安陵 彰太

友野　宏志

三宅　聡美

安陵　彰太

昆　尭明
田中　聖也

友野　宏志

法人外

法人内・班会・患者会
2024/6/12

2024/6/27

2024/11/1

2024/11/6

2024/11/6

池上　鮎美

池上　鮎美

舩木　千恵美

池上　鮎美

池上　鮎美

水島南診療所

水島居宅介護支援事業所

健康事業部/水島憩の家

水島虹の訪問看護ステーション

水島虹の訪問看護ステーション

感染対策　手指衛生講習/実地ラウンド

コロナ5類移行後の感染対策・標準予防策の考え方

支部行事『健康まつり』

感染症についての動向（コロナ以外の感染症について）

最新の感染症について

1

2

3

4

5

 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

2024年度

2024年度

2024年度

2024年度

2024年度

2024/5/11

2024/6/3

2024/6/21

2024/6/29

2024/7/19

2024/7/25

2024/7/26

2024/7/30

2024/8/6

2024/9/6

2024/9/7

2024/9/14

2024/9/24

2024/11/9

2024/11/16・17

2024/11/29・30

2024/12/5

2024/12/6

2025/1/14

2025/2/5

2025/2/14

2025/2/22

2025/2/27

2025/2/27

2025/3/7

堀　　友美

中桐　千枝子

平良　亮介

江口　利江

藤井　　敦

平良　亮介

脇本　美香

足立　佳澄

平良　亮介

平良　亮介

平良　亮介

平良　亮介

平良　亮介

岡　　梨絵
川西　久枝

平良　亮介

柏山　美佐子

平良　亮介

平良　亮介

足立　佳澄

平良　亮介

平良　亮介

多賀　美和

脇本　美香

土居　美代子

平良　亮介

平良　亮介

平良　亮介

田邉　則子

平良　亮介

脇本　美香

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

コロプラスト株式会社

岡山県看護協会

協和キリン株式会社

第37回愛媛ストーマ排泄・リハビリテーション研究会
当番幹事市立宇和島病院

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

岡山県看護協会

岡山県立玉島高等学校

センチュリーメディカル株式会社/
　　　　　　　　アクリエひめじ・ホテルモントレ姫路

高知県看護協会

一般社団法人日本フットケア・足病医学会

岡山県立大学

岡山大学病院（ZOOM　MEETING)

第12回九州PEGサミットin岡山

神戸国際会場

岡山県看護協会

岡山県看護協会

岡山県立大学

日本看護協会

日本看護協会

岡山県看護協会

ケアハウスちどり３階

土屋グループ　土屋ケアカレッジカンパニー

日本看護協会/TKP新橋カンファレンスセンター

成人看護学Ⅲ（腎）

成人看護学Ⅲ（内分泌・代謝）

成人看護学Ⅴ（周手術期）

母性看護学

老年看護学Ⅰ（高齢者の日常生活）

【地域在宅ストーマケアセミナー】

看護協会研修【認定看護管理者教育課程ファーストレベル】

中国神経難病セミナー2024

第37回愛媛ストーマ排泄・リハビリテーション研究会【ストーマケア
に関する教育講演】

国家試験対策補講

国家試験対策補講

国家試験対策補講

看護協会研修【褥瘡・皮膚管理に強いナースになる！A日程】

志望分野別入試対策講座【医療の学び】

第２６回日本褥瘡学会学術集会【褥瘡管理と特定行為をSoｒbactで
アップデート（仮）】

【高知県看護協会助産師職能研修】

フットケア指導士育成のための実技講習

高齢者における皮膚排泄ケアについて

フィジカルアセスメント教育シンポジウムでのシンポジスト

PEGに必要な知識と技術サミット（テーマ）

第5回日本フットケア・足病医学会年次学術集会

看護協会研修【高齢者施設での看護倫理・安全管理・救急編】

看護協会研修【認定看護管理者教育課程ファーストレベル】

高齢者における摂食嚥下リハビリテーション

瘻孔管理関連（ろう孔の管理と基本）2時間

瘻孔管理関連（ろう孔の管理と実際）5時間

特定行為研修終了後の活動～中小規模病院の立場から地域ネット
ワークづくりについて～

緊急時の対応/AEDの使い方について

第6回土屋グループ特別社内研修

第2回全国職能委員長会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

看護部

法人内・班会・患者会

法人外
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 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

診療技術部

2025/2/8

2025/2/23

細田　直史

小野田　将之

岡山済生会外来センター病院

川崎医療福祉大学

岡山県臨床検査技師会　生物化学分析部門研修会
免疫系機器の精度管理について

岡山県臨床検査技師会　一般検査部門講習会
尿定性検査の基礎・認定資格取得について

1

2

 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

院長直属課

2024/10/11

2024/10/24

北村　奈央

北村　奈央

全日本民医連/Web開催

全日本民医連・中四国地協/愛媛生協病院

2024年度全日本民医連初期研修医のセカンドミーティング（助
言者）

卒後臨床研修評価機構(JCEP)訪問調査受審に向けた模擬サー
ベイランス

1

2

四福支部集会

法人外

法人外
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 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

診療技術部

2025/2/8

2025/2/23

細田　直史

小野田　将之

岡山済生会外来センター病院

川崎医療福祉大学

岡山県臨床検査技師会　生物化学分析部門研修会
免疫系機器の精度管理について

岡山県臨床検査技師会　一般検査部門講習会
尿定性検査の基礎・認定資格取得について

1

2

 年月日 依頼元 ／ 開催場所 講習（研修）内容 講　師

院長直属課

2024/10/11

2024/10/24

北村　奈央

北村　奈央

全日本民医連/Web開催

全日本民医連・中四国地協/愛媛生協病院

2024年度全日本民医連初期研修医のセカンドミーティング（助
言者）

卒後臨床研修評価機構(JCEP)訪問調査受審に向けた模擬サー
ベイランス

1

2

四福支部集会

法人外

法人外

CPC開催実績

 開催日 剖検番号 症　　例 担当医 司会者 病理医

2024/4/9

2025/1/28

2025/3/26

吉井　りつ

吉井　りつ

昆　尭明
安陵　彰太

吉井　りつ

吉井　りつ

戸田　真司

佐藤　　明
千葉　陽一

佐藤　　明
千葉　陽一

松川　昭博

1146

1151

1153

”ALS”＋消化管腫瘍　合併症例

思春期発症，慢性経過をたどった重症脳症の1症例

原発巣不明癌による癌性胸水の一例

1

2

3

2024 年度 学術運動交流集会 演題一覧 

 部　署 演者氏名 演　　題

診療部

診療技術部

診療技術部

看護部

診療部

薬剤部

看護部

友野　宏志

早川　尚未

平井　友之

堀　友美

三宅　聡美

中薗　恭江

梶房美奈子

COVID-19入院中に急性腹症を発症した2例

当院の健診超音波の取り組み

臨床工学専任内視鏡技師の意義

透析室におけるBrainチームの活動報告～Brainﾁｰﾑ発足　除水と脳血流の影響について～

ビクシリンで治癒した高齢者髄膜炎、感染性心内膜炎の一例

低血糖で救急搬送された患者の調査と低血糖ハイリスク薬を使用する入院患者に対する意識調査

2階西病棟におけるノーリフトケアの現状と今後の課題

〈前期〉　　開催日 ： 2024年9月18日　（発表順）

 部　署 演者氏名 演　　題

診療部

薬剤部

看護部

診療技術部

診療技術部

事務部

看護部

稲葉　雄一郎

鈴木　彩生

長尾　美佳

渡邊　夏海

片岡　麻子

岸本　友也

山田　真弘

体外循環における抗凝固作用モニタリングのAPTT検査を契機に抗リン脂質抗体症候群の診断に至った血液透析患者の１例　

当院における便秘薬の使用／効果の分析と プロトコールへの情報付与と共有の取り組み

学生指導場面における実習指導者の取り組み　

健診のすすめ～それぞれのモダリティの重要性について～　

作業療法士と認知症ケアチームを繋ぐせん妄評価表作成の取り組み

＜災害対策推進委員会活動報告＞病棟における停電時対応の訓練と今後の課題　

頭低位体位での左手指痺れに対する検証　

〈後期〉　　開催日 ： 2025年1月15日　（発表順）
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開催日 ： 2024年12月15日　（発表順）

看護部卒Ⅱ事例研究発表会 演題一覧 

 部　署 演者氏名 演　　題

玉島協同病院

コープリハビリテーション病院

コープリハビリテーション病院

コープリハビリテーション病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

水島協同病院

玉島協同病院

嶺　　杏菜

小川　智哉

三宅　碧  

西村　ののか

大熊　美月

松岡　景子

堀　　美希　

武富　彩花

今西　千尋

森安　司

大橋　里帆

小野　優奈

山本　心菜

田村　悠凪

加地　俊大

茅原　茉帆

黒田　梨央

原田　莉奈

石氷　鈴

自宅退院を目指す患者さんへの看護介入

左大腿骨頚部骨折術後患者の在宅退院に向けて慢性心不全のセルフケア不足に対しての動機づけ

高次脳機能障害を有する患者の自宅退院を考えた関り

高次脳機能障害をもつ患者の関わり

身体拘束を中止するための関わり

ADLが低下していく患者との関わり～QOL向上のための援助～

社会的要因と生活習慣病

急性期における身体抑制の必要性と解除評価

閉所への恐怖が強い患者さんとの関わり　意識下手術を安心して受けてもらうために

患者に対する退院支援の関わり　早期離床を行うためのアセスメント

心不全終末期の苦痛緩和ケア～本人の意思を尊重し安楽に過ごせる看護～

筋萎縮性側索硬化症の進行による患者の変化～病状による身体変化に対する看護～

人生の最終段階における患者・家族との関わり～意志疎通困難患者とのコミュニケーション～

皮膚障害とせん妄の看護

意思決定支援における看護師の関わり～家族の理解と同意～

ターミナル患者と家族の在り方

終末期の患者との関わりについて　自己の関わりと振り返り

個別性のある手術室看護の実践　手術への拒否行動がある患者の関わりを通して

患者の思いに寄り添う看護

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
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実習生等受入れ一覧

医学生

医学生

医学生

医学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

看護学生

救急救命士

薬学生

薬学生

薬学生

リハビリ 理学療法士学生

リハビリ 理学療法士学生

リハビリ 作業療法士学生

4/1

4/19/、4/23、8/6、8/15、8/16、
8/20、8/22、11/7、11/28、2/19

5/7～5/31、6/3～6/28、
7/22、10/29

6/20

7/9～7/10

6/13～6/14

7/11～7/12

7/25～7/26

9/5～9/6

6/24～7/2

7/16～7/23

7/29～8/6

10/21～10/25

11/25～11/28

1/16～1/31

4/8～4/25

4/11～4/23

4/15～4/19、5/13～5/17、
6/3～67、6/10～6/14、
6/24～6/28、8/19～8/23、
9/24～9/27、10/21～10/25

5/20～6/5

6/24～7/9

6/24～7/4

9/9～9/20

9/24～10/9

9/24～10/4

11/11～11/28

8/19～8/23、8/26～8/30、
9/24～9/30、10/1～10/7、
10/21～10/25、10/28～11/1

1/9～1/10

9/3～9/4

７/16～7/17

7/2～7/3

4/18、6/13

1/7～3/14

8/13～8/26

11/18～2025/2/8

1/16

1/16

8/12～10/4

2/24～3/1

2/24～3/8

香川大学

昭和大学、川崎医科大学、鹿児島大学、岡山大学、徳島大学、
島根大学、鳥取大学

川崎医科大学、徳島大学、香川大学

徳島大学

倉敷看護専門学校

日本医療学園東亜看護学院　

日本医療学園東亜看護学院　

日本医療学園東亜看護学院　

日本医療学園東亜看護学院　

岡山医療福祉専門学校

岡山医療福祉専門学校

岡山医療福祉専門学校

岡山医療福祉専門学校

岡山医療福祉専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

ソワニエ看護専門学校

穴吹医療大学校

穴吹医療大学校

穴吹医療大学校

穴吹医療大学校

山陽学園大学

翠松高校専攻科

倉敷消防局

就実大学

福山大学

福山大学

川崎リハビリテーション学院

川崎医療福祉大学

川崎医療福祉大学

基礎前見学実習

小児看護学

成人看護学

老年看護学

看護の統合と実践

慢性期

終末期

基礎Ⅲ

統合実習

基礎Ⅰ

成人１実習

慢性期

周手術期

小児科外来

基礎Ⅱ実習

慢性期

周手術期

基礎Ⅰ実習

慢性期

周手術期

統合実習

母性看護学実習

基礎看護学

看護の統合と実践

老年看護学

成人看護学

在宅看護学

母性看護学実習

就業前病院実習

長期実務実習

インターンシップ

インターンシップ

1

12

5

1

17

2

2

2

2

6

6

12

12

8

16

4

4

24

18

4

4

9

4

4

11

11

4

4

4

4

6

27

3

1

1

1

1

1

1

1年

5年

6年

既卒

1年

2年

2年

2年

2年

3年

3年

2年

3年

1年

2年

3年

3年

3年

2年

3年

3年

1年

3年

3年

3年

3年

1年

2年

2年

2年

4年

1年

-

5年

5年

5年

3年

3年

3年

 対象者の種別 学年 期間・日数等 受入数（名） 学校名 備考
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栄養士学生

社会福祉士実習生

社会福祉士実習生

事務実習生

10/21～11/1

8/13～9/20

2/17～2/21

7/29

岡山県立大学

岡山県立大学

新見公立大学

倉敷商業高校 事務インターンシップ

2

1

1

1

3年

3年

3年

2年

 対象者の種別 学年 期間・日数等 受入数（名） 学校名 備考
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職業体験受入れ一覧

 催しタイトル 学年 期間・日数等 受入数（名） 学校名 備考

インターンシップ
　
倉敷青陵高校
Future Watching
医師体験

夏の高校生医師体験

看護体験

夏の高校生看護体験

夏の高校生薬剤師体験

インターンシップ

中学生チャレンジワーク

中学生チャレンジワーク

中学生チャレンジワーク

中学生チャレンジワーク

看護医療体験

インターンシップ

インターンシップ

春の高校生
看護、薬剤師体験

春の高校生薬剤師体験

春の高校生医師体験

7/17

7/25

7/29、8/15

8/9

8/14

8/14

8/21

9/3～9/5

11/5～11/8

11/13～11/15

11/19～11/21

3/12

3/19

3/25

3/26

3/26

3/26

ソワニエ看護専門学校

倉敷青陵高校

倉敷天城高校、倉敷青陵高校、広島大学附属福山高校、
岡山大安寺中等教育学校、就実高校、明誠学院高校

倉敷古城池高校

岡山大安寺、広島大学附属福山高校、倉敷青陵高校、倉敷天城高校、
倉敷南高校、岡山城東高校、岡山南高校、玉野光南高校、
倉敷中央高校、岡山芳泉高校、就実高校、笠岡高校、倉敷古城池高校、
金光学園高校、作陽学園高校

金光学園高校、岡山城東高校、作陽学園高校、倉敷青陵高校

倉敷看護専門学校、旭川荘専門学校、県立広島大

倉敷南中学校

倉敷天城中学校

倉敷福田南中学校

倉敷第一中学校

倉敷古城池高校

倉敷看護専門学校

旭川荘専門学校、翠松高校

倉敷青陵高校、県立玉野高校、県立玉島高校、倉敷南高校、
広大附属福山高校、県立新見高校、金光学園高校、岡山城東高校、
笠岡高校、倉敷古城池高校、

倉敷青陵高校、倉敷天城高校、 岡山城東高校

岡山操山高校、明誠学院高校、林野高校、岡山芳泉高校、
倉敷青陵高校

2024.8.8 岡山協立病院を会場に、
岡山協立病院と当院の共催で医師
体験開催(31人受入)

県連

県連

県連

県連

4

10

12

17

20

4

6

4

4

4

3

16

1

3

25

4

6

2年

1年

1～3年

3年

1～3年

3年

1～3年

2年

2年

2年

2年

1～2年

1～3年

1～3年

1～2年

2年

1～2年

手術室体験の様子

栄養士学生

社会福祉士実習生

社会福祉士実習生

事務実習生

10/21～11/1

8/13～9/20

2/17～2/21

7/29

岡山県立大学

岡山県立大学

新見公立大学

倉敷商業高校 事務インターンシップ

2

1

1

1

3年

3年

3年

2年

 対象者の種別 学年 期間・日数等 受入数（名） 学校名 備考
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発　行　日 2026 年 2 月 5 日
編集・発行 倉敷医療生活協同組合
 水 島 協 同 病 院
データ作成 株式会社　エスプラウド

年　報　2024年度年　報　2024年度年報編集
 責任者 院　長　山本 明広

 編集メンバー 総務課　三浦 直美
  医療安全管理室　宇野 正和
  医局事務課　鳥越 仁美

■JR倉敷駅より 水島臨海鉄道 所要時間約17分
  「弥生駅」または「栄駅」下車、徒歩約10～15分
 タクシー乗車 所要時間約20～30分
 バス利用 両備バス「市役所」「吉岡」「古城池経由霞橋車庫」
  行き乗車「水島郵便局前」下車で正面
  所要時間約30分

■JR新倉敷駅より タクシー乗車 所要時間約30分

■外来者用駐車場 150台 収容可能

水島協同病院へのアクセス
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